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工事概要 1

● 工事件名：北海道新幹線、札樽トンネル（富丘）

● 工事数量：本坑（新幹線通路）延長4,500m(掘削中）
※札幌側延長 1,600m、小樽側延長 2,900m
斜坑（進入路）延長 900m(完了)
延長計 5,400m

● 工事場所：北海道札幌市手稲区手稲本町地内
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工事概要 2
●施工場所

本工事は、北海道新幹線の小樽と札幌を結ぶ札樽トンネル約２６kmのうち、
トンネル延長４，５００m（新幹線本坑）と斜坑延長９００m（作業坑）の工事です。

3出典：国土地理院 地理院地図に一部加筆

稲穂駅
JR函館本線
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稲積公園駅
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富丘斜坑
延長 900m
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札樽トンネル（富丘）工事起点
新青森起点 346㎞000m

札樽トンネル（富丘）工事終点
新青森起点 350㎞500m

札樽トンネル（星置）

札樽トンネル（札幌）
説明会対象範囲

（富丘6条4丁目周辺）



仮設ヤード

防音ハウス 富丘6条7丁目
住宅街

手稲駅星置
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対策土受入地
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現場状況

至 手稲山

吹付プラント

至 第2仮設ヤード
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工事の流れについて
♦下記フロー図に示す工事を行います。

準備工(完了)

仮設備工(完了)

トンネル掘削(施工中)

インバートコンクリート工
覆工コンクリート工

路盤工

・計画、測量、安全設備、お知らせ看板等の設置
仮設ヤード伐採工

・仮設ヤード造成工、仮設備工

・トンネル掘削工 斜坑延長９００m
本坑延長４,５００m

・インバートコンクリート工、覆工コンクリート工

・路盤鉄筋コンクリート工
5



札樽トンネル（富丘）の工事現況
◆斜坑掘削が完了し本坑掘削中

◆札幌側工事状況(延長1,600m）◆小樽側工事状況(延長2,900m）
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小樽側
札幌側



トンネル掘削工事の流れについて
♦下記フロー図に示す工事を行います。

②ずり出し

⑤ロックボルト

・先端部の地盤に火薬を詰め込み、発破します。

・掘削した土砂を積み込み、ダンプトラックまたは

・トンネル内部を支える鋼製支保工を組み立てます。

・鋼製支保工と地盤の間にコンクリートを吹き付けま
す。

・壁面に穴を開けてロックボルトを押し込みます。

ベルトコンベアにより、坑外に運び出します。
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③鋼製支保工建込
しほこう

①削孔･装薬･発破
さっこう そうやく はっぱ

④吹付コンクリート



施工順序 ①削孔・装薬・発破

※穴を開ける機械を使って、トンネル先端部

の地盤に火薬を入れる穴を開け、火薬を詰め
込みます。火薬の詰め込みが完了したら、発
破します。

削孔状況 装薬状況

発破完了 8

さっこう そうやく はっぱ



施工順序 ②ずり出し

掘削した土砂を、ホイルローダによる積込み
ダンプトラックによるずり出し

※発破（爆破）により掘削した土砂を、ホイルローダにより積込み、ダンプト
ラックまたはベルトコンベアによりトンネル坑外に運び出します。

本坑掘削ではベルトコンベアを
使用予定
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ホイルローダ
積込機械

ベルトコンベア



施工順序 ③鋼製支保工建込

※専用機を使ってトンネル内部を支える鋼製支保工を組み立てます。
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しほこうこうせい たてこみ

鋼製支保工建込

鋼製支保工

鋼製支保工



施工順序 ④吹付コンクリート

吹付状況

※専用機を使って鋼製支保工とトンネル周囲の地盤の間にコンクリー
トを吹き付けます。コンクリートにより、トンネル周囲を固めます。
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施工順序 ⑤ロックボルト

※トンネル壁面に穴を開けて、ロックボルト（鉄筋棒）を押し込みます。周辺
の地盤の強度を高め、周辺の地盤と一体化します。

削孔状況
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ロックボルト挿入



工事の流れについて
♦下記フロー図に示す工事を行います。

準備工(完了)

仮設備工(完了)

トンネル掘削(施工中)

インバートコンクリート工
覆工コンクリート工

路盤工

・計画、測量、安全設備、お知らせ看板等の設置
仮設ヤード伐採工

・仮設ヤード造成工、仮設備工

・トンネル掘削工 斜坑延長９００m
本坑延長４,５００m

・インバートコンクリート工、覆工コンクリート工

・路盤鉄筋コンクリート工
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S.L

トンネル標準断面図
吹付コンクリート

覆工コンクリート

インバートコンクリート

トンネル標準断面図

路盤鉄筋コンクリート
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施工順序 ⑥インバートコンクリート

打設完了インバートコンクリート打設状況

※トンネル底の地盤を掘り、コンクリートを流し込み

ます。トンネル全体をリング状にすることによりトン
ネルの変状や沈下を防止します。 15



施工順序 ⑦覆工コンクリート

覆工コンクリート打設状況 打設完了

※セントルという移動式型枠を使用して、吹付コン

クリートの内側に仕上げのコンクリートを打ち込み
ます。トンネル全体を補強して安全性を高め、永久
構造物として地盤を支えていきます。
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施工順序 ⑧路盤鉄筋コンクリート

路盤鉄筋コンクリート打設状況 打設完了

※新幹線が走行する軌道を支える基礎部分です。

インバートコンクリートの上に仕上げのコンク
リートを打ち込みます。
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仮設ヤード周辺の環境対策例

◆防音ハウス、タイヤ洗浄設備

防音ハウス
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タイヤ洗浄設備防音ハウス内 ずり積込状況



仮設ヤード周辺の環境対策例

騒音・振動計測状況 ベルコン乗継防音建屋

防音扉設置
発破騒音・低周波音計測 完全密閉型ずり搬送ベルコン
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作業の時間帯
周辺環境に十分配慮しながら、昼夜間工事を進めてまいります。

■作 業 日 ：月曜日（昼）～土曜日（夜）

発破作業は土曜昼で終了します。

■作業時間：トンネル工事 ７：００～１８：００（昼）

１９：００～翌６：００（夜）

ダンプ運搬 ７：００～１８：００（昼）

※日曜日も機械などのメンテナンスを行う場合があります。 20

昼 夜 夜昼

作業日（昼夜24時間）

昼

木

夜

金

昼 夜

日月

昼 夜 昼 夜

火 水

昼 夜

土



今後状況により工程が変更になることがあります。

富丘住宅街（富丘6条4丁目周辺）直下の通過時期
令和5年（2023年）下期から令和７年（2025年）

上期に通過いたします。
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令和4年 令和5年 令和6年 令和7年 令和8年 令和9年
2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年

斜坑

本坑
札幌側
本坑
小樽側

インバート
覆工コン
路盤鉄筋
他設備

工事区分

斜坑延長900ｍ

札幌側 延長 1,600m

小樽側 延長 2,900m

覆工・インバートコンクリート

路盤鉄筋・他設備

富丘住宅街直下通過

※掘削の進ちょくに伴い、

振動発生箇所は変わります。



トンネル工事中でも安心安全に生活していただけるよう

①から③の対策を実施します。

①高性能電子雷管を使用し、富丘住宅街での発破振動を震度１未満で

管理します。ほとんどの人が振動を感じない発破です。

②発破振動を計測し富丘住宅街への影響が無いことを確認

しながらトンネルを施工します。

③工事実施前に建物の状況を把握する調査を行います。

発破影響の抑制と計測管理
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発破

震度１未満の振動富丘住宅街 富丘住宅街

発破

震度３程度の振動
振動を感じる ほとんどの人が振動を感じない

通常雷管での発破 高性能電子雷管での発破

①高性能電子雷管を使用し、富丘住宅街での発破振動を震度１未満で

管理します。ほとんどの人が振動を感じない発破です。

発破影響の抑制と計測管理
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②発破振動を計測し富丘住宅街への影響が無いことを確認

しながらトンネルを施工します。

✓住宅街の公園や路上で自然状態の

振動を調査します。

（掘削前）

✓住宅街地下の掘削期間中は、自動

計測システムや手動計測機器を

使用して振動計測を行います。

（住宅街地下掘削期間中）

振動計測の実施範囲

自動計測システムを設置

自動計測システム 手動計測機器
振動センサー 計測用ボックス

350km

発破影響の抑制と計測管理
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調査の目的
細心の注意をはらって工事

を進めますが、万が一、工事
の施工に起因する建物などの
損害が発生した場合、その損
害に対して補償をさせていた
だきます。

そのため、工事実施前の建
物の状況を把握する調査を行
います。

③工事実施前に建物の状況を把握する調査を行います。

家屋調査の実施

約10m
トンネル外径

約30m約30m

約50〜70m
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手稲中学校

ダンプ運搬経路

仮設ヤード

斜坑

トンネル本坑
（富丘工区）

トンネル本坑
（札幌工区）

出典：国土地理院 地理院地図に一部加筆

家屋調査範囲
※調査範囲周辺の工事車両の
通行予定はありません。

ダンプ運搬経路と家屋調査範囲



家屋調査の範囲

家屋家屋調査
対象範囲

富丘6条4丁目

※家屋調査対象範囲はトンネル中心から左右約30mの範囲
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黒いハッチングの住宅は
別途調査済



家屋事前調査のお願い（文書）

調査会社の訪問
（ご意向と調査可能日の事前確認）

家屋事前調査の実施
（建物等の内部・外部）

トンネル工事の施工

工事終了後、家屋事後調査の実施

家屋調査の実施

③工事実施前に建物の状況を把握する調査を行います。

（建物の壁・基礎状況を把握している様子）

工事実施前、実施後に家屋調査を行います。

本説明会後、令和5年（2023年）６月中旬頃から
順次ご訪問・ご説明いたします。
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お問い合わせ（連絡先）
・工事に関するお問い合わせは、下記の連絡先まで

お願いいたします。

発注者
(独)鉄道・運輸機構 札幌西鉄道建設所

（担当者：中野）
（連絡先）☎ ０１１-６１２-５０００

施工業者
飛島・梅林・松谷・高橋 ＪＶ
(担当者：寺島、山本、神田)

（連絡先）☎ ０１１-６７６－６２７７
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